
　

老
人
会
な
ど
の
会
合
で

も
、
町
立
病
院
で
の
受
診
を

お
願
い
し
て
い
る
。

小
畠
バ
イ
パ
ス
事
業
に

一
千
万
円
の
予
算
が
付

い
た
が
、
地
権
者
説
明
会
を

早
く
開
け
。

町
長

歩
道
縮
小
計
画
の
予
算

な
の
で
買
収
説
明
は
来
年
と

な
る
。町

有
財
産
の
所
有
権
移

転
を
急
げ
。

町
長

難
渋
し
て
い
る
が
努
力

す
る
。

一般質問一般質問

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
」
に
参
加
し

た
。

　

千
葉
県
立
東
金
病
院
長
か

間
不
足
だ
が
、
迅
速
に
結
論

を
出
し
た
い
。

班
ご
と
に
説
明
会
を
計

画
し
て
い
る
が
、
欠

席
世
帯
に
は
戸
別
に
説
明
を

し
、
加
入
促
進
を
は
か
る
べ

き
だ
。理

事
班
の
事
情
に
よ
っ
て
は

必
要
に
応
じ
て
検
討
し
対
応

し
た
い
。

の
不
満
が
あ
っ
た
。

　

民
主
党
は
寄
り
合
い
所
帯

で
政
策
が
ぶ
れ
な
い
か
、
党

内
の
二
重
構
造
で
、
傀か

い
ら
い儡
政

権
に
な
る
の
で
は
と
の
不
安

が
あ
る
。

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
事
業
の
住
民

説
明
会
が
10
月
か
ら

始
ま
る
。
使
用
料
や
工
事
負

担
額
が
明
ら
か
に
な
ら
な
い

と
加
入
の
意
志
が
決
ま
ら
な

い
。

　

こ
の
議
会
中
に
決
定
し
、

提
示
す
べ
き
で
は
。

町
長

会
議
中
で
の
決
定
は
時

自･

公
連
立
政
権
が
惨

敗
し
、
民
主
党
を
中
心

と
す
る
連
立
政
権
が
誕
生
し

た
。
町
長
の
所
見
は
。

町
長

選
挙
当
時
か
ら
政
権
交

代
が
あ
り
得
る
こ
と
を
想
定

し
て
お
り
、違
和
感
は
な
い
。

　

20
年
前
に
小
選
挙
区
制
度

を
導
入
し
た
時
点
か
ら
二
大

政
党
制
・
政
権
交
代
を
可
能

に
す
る
手
段
と
し
て
い
た
わ

け
で
、
遅
し
の
感
じ
は
否
め

な
い
。

  

日
本
の
議
会
制
民
主
主
義

の
向
上
に
向
け
て
も
意
義
あ

る
事
だ
と
思
っ
て
い
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
影

響
は
。

町
長 

井
関
開
発
事
業
は
Ｌ
Ｌ

Ｐ
の
解
散
後
、
町
が
直
轄
で

や
る
こ
と
と
し
、
国
の
大
型

の
経
済
対
策
補
正
予
算
充
当

が
議
決
済
み
で
あ
り
、
お
お

む
ね
影
響
は
回
避
で
き
る
も

の
と
思
う
。

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
は

地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
推

進
交
付
金
の
内
示
し
か
受
け

て
い
な
い
の
で
、
過
疎
債
対

応
と
し
て
い
る
も
の
の
、
井

関
開
発
事
業
よ
り
影
響
が
あ

る
か
な
と
感
じ
て
お
り
、
予

断
を
許
さ
な
い
の
が
実
態

だ
。

　

学
校
再
編（
三
和
小
学
校
、

22
年
度
建
設
）
は
合
併
に
伴

う
債
務
を
繰
り
上
げ
償
還

し
、
さ
ら
に
基
金
も
設
け
て

い
る
の
で
い
け
る
と
判
断
し

て
い
る
。

　

町
立
病
院
経
営
に
は
医
療
・

福
祉
・
保
健
の
面
で
一
定
の

配
慮
が
あ
る
と
想
定
で
き
る

の
で
、
心
配
は
不
要
か
と

思
っ
て
い
る
。

Ｑ

ケーブルテレビ事業は予断を
許さない

答
小林　貢議員

問

町
民
が「
お
ら
が
病

院
」
と
し
て
、
未
来
永

劫
的
な
存
続
を
望
む
な
ら

ば
、
町
立
病
院
で
受
診
す
べ

き
と
考
え
る
。

　

町
外
病
院
で
の
受
診
状
況

は
ど
う
か
。

町
長

４
月
か
ら
６
月
ま
で
の

町
立
病
院
で
の
受
診
者
は
、

98
％
が
町
民
で
あ
る
。

　

県
の
平
成
17
年
調
査
で

は
、
入
院
は
県
立
病
院
が
約

30
％
、
福
山
市
な
ど
が
約

58
％
。
外
来
患
者
は
町
内
約

55
％
、
福
山
市
な
ど
が
約

ＱＡ

各種会合でお願いしている答
片山元八郎議員

問 町立病院での
受診を

40
％
で
あ
っ
た
。

私
は
７
月「
地
域
が
支

え
る
医
療
ト
ッ
プ
マ

ら
、「
医
師
に
と
っ
て
魅
力

あ
る
町
の
条
件
」
と
し
て
、

①「
お
医
者
さ
ん
あ
り
が
と

う
」と
い
っ
て
く
れ
る
住
民
。

②
医
師
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
行

政
と
議
員
が
い
る
。
具
体
と

し
て
定
期
的
に
、
町
長
が
院

長
室
に
顔
を
出
し「
困
っ
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と

い
う
事
例
報
告
が
あ
っ
た
。

　

町
長
の
考
え
は
ど
う
か
。

町
長  

町
立
病
院
に
な
っ
て
か

ら
は
、
月
に
３
回
程
度
院
長

と
面
談
し
、
意
思
の
疎
通
を

図
っ
て
い
る
。

集
落
支
援
員
の
活
動
の

成
果
、
状
況
調
査
、
聞

き
取
り
で
の
問
題
点
は
。

町
長

現
在
の
状
況
で
は
、
限

界
集
落
が
増
え
る
状
況
で
憂

慮
し
て
い
る
。

　

集
落
の
方
た
ち
は
個
人
的

に
は
健
康
問
題
、
心
身
の
不

安
、
交
通
手
段
な
ど
困
っ
て

い
る
。　

　

集
落
で
の
活
動
で
は
、
葬

式
、
草
刈
り
、
宮
掃
除
な
ど

の
出
夫
へ
の
対
応
に
苦
慮
し

て
い
る
。
班
の
役
員
選
任
の

困
難
性
も
あ
る
。

今
後
の
課
題
、集
約
は
。

町
長  

全
体
的
に
課
題
の
収
集

整
理
を
し
て
い
き
た
い
。

集
落
支
援
員
の
活
動
は

必
要
で
は
あ
る
が
、
守

り
の
政
策
で
あ
る
。

　

限
界
集
落
に
な
ら
な
い
た

め
の
攻
め
の
政
策
は
。　

町
長  

言
わ
れ
る
と
お
り
で

今
後
鋭
意
努
力
し
て
い
き
た

い
。

Ｑ

Ａ

課題を整理し対応答
藤田晃己議員

問

地
元
代
議
士
が
野
党
で

あ
っ
た
が
、
今
回
の
選

挙
で
与
党
と
な
っ
た
。

　

ス
タ
ン
ス
は
。

町
長

前
政
権
で
は
、
今
ま
で

野
党
議
員
で
ね
じ
れ
現
象
で

あ
っ
た
。

　

こ
の
選
挙
で
政
権
与
党
と

な
り
、
大
臣
就
任
も
内
定
し

今
ま
で
と
は
違
っ
た
ス
タ
ン

ス
が
と
れ
る
。

町
長
は
選
挙
中
、「
自

民
党
に
は
不
満
」「
民

主
党
に
は
不
安
」
と
の
認
識

を
示
し
て
い
た
が
具
体
的
な

ＱＡ

与党大臣でねじれが解消答
瀬尾征爾議員

問 集落支援員の
活動は

Ａ Ｑ

新政権への
スタンスは

内
容
は
。

町
長  

自
民
党
に
対
し
て
は
、

小
泉
改
革
の
総
括
が
で
き
な

い
ま
ま
、
羅
針
盤
の
な
い
航

海
を
し
て
い
た
麻
生
内
閣
へ

Ａ

Ａ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

ＱＡＱ

Ａ

Ｑ Ａ ＱＡ

政権交代

井関定住団地工事中

地域医療講演会

政権交代による
本町への影響は

秋の味覚まつたけ

クリック!

　

集
落
支
援
員
と
は
、
源
流
の

里
（
特
に
高
齢
化
率
が
高
く
、

か
つ
小
規
模
な
集
落
）
が
、
自

ら
維
持
・
再
生
を
目
指
し
て
い

く
取
組
み
を
支
援
す
る
た
め
、

町
が
委
嘱
し
た
方
々
で
す
。

　

集
落
を
巡
回
し
な
が
ら
集
落

の
課
題
を
調
査
・
整
理
し
な
が

ら
計
画
づ
く
り
、
情
報
提
供
な

ど
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

集
落
支
援
員
と
は
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